
ー 水 洗 化 に ご 協 力 を ー

つなげて、
　活かして、

未来に残そう、きれいな水辺
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柏原市の下水道整備状況

市
内
を
三
つ
の
排
水
区
に

　

本
市
の
下
水
道
は
、
大
和
川
で

南
北
に
区
分
さ
れ
、
北
側
を
「
寝

屋
川
南
部
流
域
関
連
公
共
下
水

道
」
、
南
側
を
「
大
和
川
下
流
東

部
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
寝
屋
川

南
部
流
域
関
連
公
共
下
水
道
は
、

さ
ら
に
市
内
を
流
れ
る
長
瀬
川
で

東
西
に
区
分
さ
れ
、
東
側
を
「
柏

原
東
排
水
区
」
、
西
側
を
「
柏
原

西
排
水
区
」
と
い
い
ま
す
。

　

大
和
川
下
流
東
部
流
域
関
連
公

共
下
水
道
の
区
域
で
あ
る
国
分
地

区
全
域
は
「
国
分
排
水
区
」
と
い

い
ま
す
。

　

柏
原
東
排
水
区
と
国
分
排
水
区

は
、
汚お

す

い水
と
雨
水
を
別
々
の
下
水

管
に
流
す
「
分
流
式
」
を
、
柏
原

西
排
水
区
は
汚
水
と
雨
水
を
同
じ

下
水
管
に
流
す
「
合
流
式
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

柏
原
東
排
水
区
と
柏
原
西
排
水

区
の
汚
水
は
八
尾
市
の
竜
華
水
み

ら
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
ば
れ
、
浄

化
さ
れ
た
後
、
平
野
川
や
長
瀬
川

に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
分
排
水
区
の
汚
水
は
藤
井
寺
市

の
大
井
水
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

運
ば
れ
て
浄
化
さ
れ
た
後
、
大お

お
ず
い水

川
に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　下水道は公衆衛生や生活環境の維持・管理をはじめ、大雨
による浸水被害からわたくしたちを守るほかに川や海の水質
を保全するなど多くの役割を担う大切な都市基盤施設です。

大切な都市基盤施設

合流式下水道図 分流式下水道図

　「合流式 ｣ とは、汚水と雨水を同じ下水管へ流す方式
をいい、長瀬川から西側の地域（柏原西排水区）で採用
しています。

　「分流式 ｣ とは、汚水と雨水を別々の下水管に分けて流す方
式をいい、長瀬川より東側の地域（柏原東排水区）と国分全域

（国分排水区）で採用しています。

溝
水
排
水
雨

(
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　上記グラフは、 柏原東排水区における水洗化世帯の件数とその区域内を流れる恩智

川の BOD （※注釈） の推移です。 　

　下水道への接続が増えるに従い恩智川の水質も向上しています。

　また、 一級河川である大和川の水質 （令和元年度末、 国豊橋地点） は、 2.0 ㎎ /L

となりました。
※ �BOD とは、 水中の微生物が汚染物質を分解するために消費する酸素の量で、 水質汚濁の指標の一

つで、 数値が高いほど汚れがひどいことを示します。 3.0 ㎎ /L 以下ならアユが生息できるとされます。

取り戻そう清流

着
々
と
進
む
下
水
道
整
備

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
昭
和

四
十
六
年
七
月
に
寝
屋
川
南
部
流

域
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て
計
画

し
、
雨
水
に
つ
い
て
は
国
分
第
２

雨
水
ポ
ン
プ
場
及
び
国
分
市
場
第

１
雨
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
を
供
用
開

始
（
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
）
し
、
雨
水
の
排
水

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
川
、

片
山
、
玉
手
及
び
円
明
地
域
の
抜

本
的
な
浸
水
解
消
に
向
け
た
片
山

雨
水
ポ
ン
プ
場
を
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
た
。　

　

汚
水
に
つ
い
て
の
下
水
道
整
備

は
昭
和
六
十
一
年
度
を
「
下
水
道

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
法
善
寺
地

区
か
ら
面
的
整
備
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
元
年
五

月
に
初
め
て
供
用
開
始
を
行
い
、

令
和
三
年
三
月
末
現
在
で
は
約

88
％
（
約
六
万
人
）
の
市
民
の
方

が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

工事中は何かとご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

柏
原
市
の
下
水
道
普
及
率

　
本
市
の
下
水
道
普
及
率
（
市
の
行
政
人
口
に
対
す
る
公
共
下
水
道
に
よ
る
処
理
可
能
な
人
口
の
割
合
）
は
、

令
和
3
年
３
月
末
で
、
約
88
％
で
す
。

　

本
市
で
は
快
適
な
生
活
と
き
れ
い
な
水
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
今
後
も
積
極
的
に
下
水
道
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　本市では、 これまで積極的に下水道の整備を進め、 令和２年度末では約

25,100 世帯の市民のみなさまが下水道に接続されました。 令和３年度からは

「公共下水道整備第８次５箇年計画」 により、 これから５年間さらなる水洗化

を目標に整備を進め、こども達が水辺で遊べるようなきれいな川をめざします。

柏原東排水区内の水洗化世帯数と恩智川の水質の移り変わり

（単位：1,000 件）

水洗化世帯
（単位：1,000 件）
恩智川 BOD

（mg/L）

（年度）
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下水道をご利用いただくために
受益者負担金 　受益者負担金制度は下水道整備のための貴重な財源として

大きな役割を果たしています。

�
受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
は
、
国
の
補
助
金
や
起
債

（
借
金
）
、
市
税
な
ど
を
財
源
に
し
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
建
設
工
事
に
は
莫ば

く
だ
い大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
都
市
計
画
法
第
七
十
五
条
に
基
づ
き
、
下
水
道
事
業
に
よ
っ
て
利
便

を
受
け
る
方
に
下
水
道
建
設
費
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
受
益
者

負
担
金
制
度
で
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
は
、
す
べ
て
負
担
金
の
賦
課
対
象
に

な
り
ま
す
が
、
受
益
者
負
担
金
が
一
度
賦
課
さ
れ
た
土
地
に
は
、
重
ね
て
賦

課
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
状
況
や
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
公
共
汚
水
桝
を
設
置
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
設
置
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
負
担
金
は
賦
課
さ
れ
、
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
受
益
者
の
範
囲

　

負
担
金
は
土
地
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地
域
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
を
受
益
者
と

い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
地
上
権
や
賃
貸
借
な
ど
の
権
利

（
一
時
使

用
を
除
く
）
の
目
的
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
土
地
所
有
者
と
権
利
者
の
お
話

し
合
い
で
権
利
者
の
方
を
受
益
者
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�
受
益
者
を
変
更
す
る
に
は

　
　

売
買

・
相
続
等
で
納
付
途
中
に
受
益
者
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、

必
ず
「
下
水
道
事
業
受
益
者
異
動
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
日
以

前
の
納
期
分
に
つ
い
て
は
旧
受
益
者
に
負
担
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
届
出
日

以
後
の
納
期
分
は
新
受
益
者
に
負
担
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
受
益
者
等
の
申
告

　

土
地
所
有
者
は
土
地
登
記
簿
で
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
の
土
地
に
権
利
者
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
負
担
金
を
賦
課
す
る
前
に

（
六
月
中
旬
）
市
か
ら
土
地
所
有
者
の
方

に
対
象
地
の
地
番

・
面
積
な
ど
を
記
入
し
た
受
益
者
申
告
書
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
地
番

・
面
積
の
確
認
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
益
者
の
変
更
が

な
い
場
合
も
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

賦
課
決
定
兼
納
入
通
知
書

（
納
付
書
）
は
九
月
初
旬
に
申
告
書
で
お
届
け
い

た
だ
い
た
受
益
者
の
方

（
申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
時
は
市
が
四
月
一
日

現
在
の
土
地
所
有
者
を
受
益
者
と
み
な
し
ま
す
。
）
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

居住者…B

借地の上に自分の家を

建てて住んでいる場合

納める人…B

自分の土地に自分の家

をもち、 そこに住んでい

る場合

納める人…A

居住者…C

借地にアパートなどを

建てている場合

納める人…B

居住者 ・ ・ ・ B

借家、 アパート間借り

など

納める人…A

地上権などの

権利者…B

納める人…B

田 ・ 畑 ・ 駐車場 ・ 空地

など自分が土地を所有

納める人…A

受益者の一例

土地所有者

A

家屋所有者

A

土地所有者 A

家屋所有者

A

土地所有者 A

土地所有者

A

家屋所有者

B

土地所有者 A

家屋所有者

B

土地所有者 A
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�
負
担
金
の
徴
収
猶
予
と
減
免

　

土
地
の
利
用
状
況
や
受
益
者
の
事
情
に
応
じ
て
、
一
定
期
間
徴
収
を
猶
予
し

た
り
負
担
金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
徴
収
猶
予
に
つ
い
て

・
農
地

（
現
に
耕
作
し
て
い
る
も
の
に
限
る
）
に
つ
い
て
は
、
最
長
５
年
間

徴
収
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
請
の
上
、
上
下
水

道
事
業
管
理
者
が
認
め
れ
ば
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
災
害
、
火
災
、
盗
難
及
び
そ
の
他
の
事
故
が
生
じ
た
と
き
は
、
一
定
期

間
徴
収
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
徴
収
猶
予
の
制
度
を
利
用
し
た
場
合
、
前
納
報
奨
金
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

②
減
免
に
つ
い
て

・
公
的
生
活
扶
助

（
生
活
保
護
等
）
を
受
け
て
い
る
方
。

・
公
共
性
の
あ
る
私
道

（
無
償
で
道
路
敷
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。
不
特
定

多
数
の
方
が
通
行
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
）

・
墓
地
、
境
内
地
等
。

※
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
期
限
後
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
経
営
総
務
課

・
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
係
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
納
付
方
法
と
時
期

◎
分
割
納
付

　

負
担
金
を
三
年
間
六
回

（
年
二
回
）
の
分
割
で
納
め
る
方
法
で
、
各
納
期
は

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
括
納
付
と
報
奨
金

（お
得
な
納
め
方
）　

　

初
年
度
第
一
期
の
納
期
限
ま
で
に
負
担
金
の
全
額
を
納
付
い
た
だ
き
ま
す
と
、

総
額
か
ら
前
納
報
奨
金
と
し
て
十
四
㌫
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
（
計
算
例
は
左

記
の
と
お
り
）
た
だ
し
、
徴
収
猶
予
の
制
度
を
利
用
し
た
場
合
や
減
免
対
象
と

な
っ
た
土
地
及
び
報
奨
金
の
額
が
千
円
未
満
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
報
奨
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
負
担
金
の
計
算
方
法

　

柏
原
市
の
受
益
者
負
担
金
は
一
平
方
㍍
あ
た
り
四
百
五
十
円
で
す
。

　

こ
の
金
額
を
受
益
者
が
所
有

（
使
用
）
さ
れ
て
い
る
土
地
一
筆
ご
と
の
公
簿

面
積
に
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。
（
計
算
例
は
下
記
の
と
お
り
）

◇ 計 算 方 法
受益地面積 ( 所有している土地の面積 ) × 450 円（単位負担金）
＝受益者負担金総額

（計算例）
　100 ㎡（約 30 坪）の土地を所有されている場合
　100 ㎡× 450 円＝ 45,000 円
受益者負担金総額は、45,000 円となります。
　なお、負担金は、その土地に対して一度かかると、重ねてか
かることはありません。

◇ 一 括 納 付

計算例　負担金総額 45,000 円の場合

45,000 円×　　　  ＝ 6,300 円（報奨金）

45,000 円－ 6,300 円＝ 38,700 円（納付額）

◇ 分 割 納 付
年　度 期　別 納期

初年度
１　期 ９月 1 日～同月末日
２　期 翌年２月１日～同月末日

次年度
１　期 ９月 1 日～同月末日
２　期 翌年２月１日～同月末日

次々年度
１　期 ９月 1 日～同月末日
２　期 翌年２月１日～同月末日

※納期限が土・日・祝日のときは翌日となります。

14
100
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�
使
用
料
の
計
算
方
法

　
　

使
用
料
は
、
排
出
さ
れ
た
汚
水
量
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。
水
道
水
を
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
水
道
使
用
水
量
を
汚
水
排
出
量
と
し
ま
す
。
ま
た
井
戸
水

（
地
下
水
）
な
ど
を
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
使
用
状
況
な
ど
を
調
査
の
う
え
、
使
用
水
量
を
認
定
し
て
計
算
し
ま
す
。

（
計
算
例
は
左
記
の
と
お
り
）

�
使
用
料
の
納
付
方
法

　
　

使
用
料
は
、
原
則
と
し
て
二
カ
月

（
工
場
な
ど
の
大
口
使
用
者
は
一
カ
月
）
ご
と
に
水
道

料
金
と
合
わ
せ
て
請
求
い
た
し
ま
す
。

　

納
付
方
法
に
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方
法
、
口
座
振
替
に
よ
っ
て

お
支
払
い
い
た
だ
く
方
法
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
水
道
料
金
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
は
下
水
道
使
用
料
も
合
わ
せ
て
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
）

　

金
融
機
関
の
窓
口
へ
、
水
道
料
金
の
「
領
収
書
」
ま
た
は
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
と

預
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
料

　
　

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
ま
す
と
下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

下水道使用料計算例　２カ月に 66 ㎥を使用した場合
基本料金（10 ㎥まで）
11 ㎥～ 20 ㎥相当部分
21 ㎥～ 40 ㎥　 〃
41 ㎥～ 60 ㎥　 〃
61 ㎥～ 80 ㎥　 〃
合　　　計＝ ①＋②＋③＋④＋⑤ ＝  10,098 円
上記の算出した合計金額に消費税等相当額が加算されます。

1,250 円……①
10 ㎥×   83 円＝   830 円…②
20 ㎥× 151 円＝ 3,020 円…③
20 ㎥× 186 円＝ 3,720 円…④
６㎥×  213 円＝ 1,278 円…⑤

区
分

種
別

汚
水
の

基本料金
（2 カ月につき） 従量料金（2 カ月につき）

水量 料金 水量
料金

（1 ㎥
につき）

一般汚水
10 ㎥
までの

分
1,250 円

11 ㎥～  20 ㎥ 83 円
21 ㎥～  40 ㎥ 151 円
41 ㎥～  60 ㎥ 186 円
61 ㎥～  80 ㎥ 213 円
81 ㎥～ 100 ㎥ 220 円
101 ㎥～ 200 ㎥ 234 円

201 ㎥～ 1,000 ㎥ 282 円
1,001 ㎥以上  296 円

※浴場汚水については 1 ㎥につき 19 円（1 カ月につき）

お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

窓　口
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建設費
管理運営
経　　　費

　　下水道財政のしくみ
　下水道事業にかかる経費は、下水道管や汚水処理施設を整備するための「建
設費」と、施設などを管理・運営して下水を処理する「管理運営経費」に分け
られます。
　さらに、「管理運営経費」は、事業の性質から自然現象である雨水の排除を
行う「雨水処理費」と、生活排水等の汚れた水を処理する「汚水処理費」に分
けられ、その財源として雨水の処理は公費（市税など）でまかない、汚水の処
理は利用者の皆様から納めていただく下水道使用料でまかなうことを原則とし
ています。（雨水公費・汚水私費の原則）

　また、下水道の建設には膨大な資金が必要となります。この費用は主に、国
からの補助金・借金（下水道債）・一般会計からの繰入金（市税など）・受益者
負担金によってまかなっています。

雨水処理の財源 税金など

管理運営経費の費用負担

汚水処理の財源 使用料など

建設費の財源

国からの補助金

借金 （下水道債）

繰入金 （市税など）

受益者負担金

ポンプ場
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① 

ト
イ
レ
の
水
洗
化
改
造
工
事
に
つ
い
て

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
（
供
用
開
始
の
公
示
）
よ
う
に
な
り
ま
す

と
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
は
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
雑
排
水
（
風
呂
、
台
所
、
洗

濯
等
の
排
水
）
と
共
に
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
排
水
設
備
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
家
屋
な
ど
を
新
築
さ
れ
る
時
は
、
必
ず
水
洗
ト

イ
レ
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
こ
ど
も
達
に
残
す
た
め
に
も
、
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

② 

排
水
設
備
工
事
は
建
築
物
の
所
有
者
に

�

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す　
　

　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
な
ど
排
水
設
備
工
事
は
建
築
物
の
所
有
者
等
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

借
地
・
借
家
人
な
ど
、
土
地
や
建
築
物
の
所
有
者
以
外
で
も
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、こ
の
場
合
は
着
工
前
に
土
地
や
建
築
物
の
所
有
者
に
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

③ 

水
洗
化
工
事
の
助
成
金
・
融
資
制
度

　

供
用
開
始
日
（
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
と
公
示
し
た
日
）
か
ら
三
年
以
内
に
く
み
取
り
ト

イ
レ
な
ど
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
助
成
金
の
交
付
と
改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
金
か
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
い
ず
れ
か

一
方
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
（
新
築
の
建
物
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
を
滞
納
し
て
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
）

（
１
）
助
成
金
の
交
付

　

自
己
資
金
で
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
工
事
を
さ
れ
た
方
に
一
件
に
つ
き
一
万
円
を
交
付
し
ま

す
。
（
浄
化
槽
の
場
合
は
、
五
十
人
槽
単
位
で
一
件
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
六
十
人
槽
で
あ
れ

ば
二
件
に
相
当
し
、
助
成
金
は
二
万
円
と
な
り
ま
す
。
）

下水道が供用開始  されたら

　　　　　一日も早く  水洗化改造工事を
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（
２
）
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
費
用
に
つ
い
て
市
内
金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す
。

◎
融
資
限
度
額
・
返
済
期
間
等

　

水
洗
ト
イ
レ
改
造
工
事
（
付
帯
す
る
排
水
設
備
工
事
を
含
む
）
一
件
に
つ
き
四
十
万
円
以
内

で
返
済
期
間
は
二
年
間
二
十
四
回
以
内
で
す
。
利
息
は
無
利
息
で
す
が
、
償
還
に
延
滞
が
発
生

し
た
場
合
は
、
融
資
を
受
け
た
方
が
年
十
四
㌫
の
延
滞
利
息
を
金
融
機
関
に
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用
条
件

◇
本
人

（申
込
人
）

　

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
の
あ
る
方
（
連
帯
保
証
人
の
資
格
等
は
左
記
の
と
お
り
）

　

・
建
築
物
の
所
有
者
、
ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
建
築
物
の
使
用
者
で
あ
る
こ
と

　

・
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

　

①
融
資
あ
っ
せ
ん
申
込
書　

②
融
資
実
行
依
頼
書　

③
印
鑑
登
録
証
明
書

　

④
課
税
証
明
書　

⑤
指
定
工
事
店
が
作
成
し
た
見
積
書

◇
連
帯
保
証
人

　

・
大
阪
府
内
に
居
住
し
、
申
込
人
と
は
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方

　

・
一
定
の
職
業
を
有
し
、
か
つ
大
阪
府
内
に
土
地
又
は
家
屋
を
有
す
る
方

　

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

　

①
印
鑑
登
録
証
明
書　

②
課
税
証
明
書　

③
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
等

水
洗
化
工
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
　
　
柏
原
市
上
下
水
道
部　

下
水
工
務
課� 

下
水
維
持
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
総
務
課 

�

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
係　

ま
で

下水道が供用開始  されたら

　　　　　一日も早く  水洗化改造工事を
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水洗化改造工事の手続き

水洗トイレの改造工事手順（くみ取り式の場合）

…下水道が使用できるという市からのお知らせを配布
　※必ず、市の指定工事店に申し込んでください。また、見積を依頼し、
　　見積書の内容や工事費をお確かめのうえ依頼しましょう。

①供用開始の公示

皆
さ
ん
方
で
、
指
定
工
事
店
に
工
事

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、
皆
さ
ん
方
に
代
わ
っ

て
必
要
な
申
請
を
し
て
く
れ
ま
す
。

工
事
完
了
後
、
指
定
工
事
店
は
、
市
に
完

了
届
を
提
出
し
ま
す
。
市
職
員
立
会
の
も

と
で
、
検
査
を
行
い
ま
す
。

融資あっせんは、40 万円以内。自己資金で３年
以内に工事をされた方には、助成金（１万円）。

検査に合格したら使用開始の届出を
お願いします。（市下水工務課まで）

指定工事店と十分ご相談ください。 宅地内に「みぞ」を堀り配管します。
管渠（かんきょ）の曲部やトイレ、台所などの
排出部に「ます」を設置します。

水洗便器をとりつけ、トイレ内部の
仕上げを行います。

し尿をくみ取った後、便槽と便器を
こわし、砂で埋めます。

②排水管工事
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排水設備の維持管理

工場・事業場などの排水規制

　排水設備が、ある日突然つまったり故
障したりして、その重要性に初めて気づ
くものです。このようなことのないよう、
排水設備（排水管やます）の維持管理は
､ 皆様方が日ごろから思いやりをもって
定期的に掃除するなど、行っていただく
ようお願いします。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇
Ｑ　排水設備とはどんなものですか？
Ａ　排水設備とは、屋内の排水管と、こ
　れに固着している洗面器、および水洗
　式トイレのタンクや便器を含めて ( 浄
　化槽を除く）広く解釈されています。
　　そして、排水設備に関連する衛生器
　具には、一般的に水洗便器、手洗い器、
　洗面器、台所、流し、浴槽などがあり
　ます。
　　したがって、排水設備とは、これ　
　らの機器類から排出される一切の不要
　水を汚水として収容し、公共下水道ま
　で流す排水管、排水溝、ます類、その
　他敷地内の下水排除のための施設をい
　います。

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

�

排
水
基
準

除
害
施
設
な
ど
の
維
持
管
理

　

排
水
基
準
違
反
の
ほ
と
ん
ど

が
、
維
持
管
理
不
良
に
よ
る
も
の

で
す
。
日
常
の
適
正
な
管
理
点
検

が
大
切
で
す
。

　

除
害
施
設
な
ど
の
正
常
な
運
転

管
理
に
よ
り
、
安
定
し
た
排
水
の

水
質
を
確
保
す
る
と
と
も
に
施
設

な
ど
の
致
命
的
な
損
傷
に
よ
る
流

出
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　

除
害
施
設
な
ど
を
適
正
に
運
転

管
理
す
る
こ
と
は
、
施
設
な
ど
の

寿
命
を
の
ば
し
諸
経
費
の
節
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

水質を守るために

　市上下水道部では、下水道に悪質
下水が流入していないかどうかを調
査するための採水を行い、常に水質
の監視に努めています。

悪質下水が流れたら…

台所のごみを
� 流さないで！

　汚水ます
3 3

には油
やゴミがたまりや
すいので定期的に
清掃しましょう。

ますの清掃を

ガソリンやシンナーなどを�
� 流さないで！

みぞやますにごみを捨てないで！

洗たくには、
無リン洗剤を

水洗トイレには、
水にとけないものを流さない

下水道は正しく使って
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２
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２
１
年
（
令
和
３
年
）
５
月
１
日
発
行　
　

編
集
・
発
行 

　
　

大
阪
府
柏
原
市
安
堂
町
１
番
55
号　

柏
原
市
役
所
上
下
水
道
部　
☎
０
７
２
︱
９
７
２
︱
１
５
０
１

〒 582
- 8555

まぎらわしい訪問業者に注意しましょう！

　最近、「宅地内の下水道管や汚水ますの点検・清掃が必
要です」などと市が依頼したと誤解をまねくような表現を使っ

て、 ご家庭を訪問している業者があるとの情報が寄せられて

います。

　市では、 個人宅内の排水設備の清掃 ・ 点検などを業者に

依頼している事実はございませんのでご注意ください。

上下水道部（下水道事業）の主な業務案内

経
営
総
務
課

下 水 道 事 業 係 総務 ・ 財政 ・ 企画

お客様サービス係 受益者負担金 ・ 下水道使用料 ・ 融資あっせん ・ 改造助成金

メ ー ル ア ド レ ス gesui-gyoumu@city.kashiwara.lg.jp

下
水
工
務
課

事 業 計 画 係 公共下水道の計画及び調整

汚 水 事 業 係 公共下水道 （汚水） の工事施工管理 ・ 監督 ・ 指導

雨 水 事 業 係 公共下水道 （雨水） ・ 雨水ポンプ場の工事施工管理 ・ 監督 ・ 指導

下 水 維 持 管 理 係 公共下水道の維持管理、 開発行為 ・ 排水設備工事に伴う指導

メ ー ル ア ド レ ス gesui-koumu@city.kashiwara.lg.jp

ご不審に思われたときは、

　下水工務課 下水維持管理係　電話　972-1647 （下水工務課直通）

までご連絡下さい。　


